
(57)【要約】

【課題】ラビング配向法及び光配向法の問題点を全て解

決できる液晶表示素子の製造方法及びその方法によって

製造される液晶表示素子を提供する。

【解決手段】第１基板及び第２基板１００，２００と；

前記両基板１００，２００のうち少なくとも一つの基板

上に形成された配向膜３００ａ，３００ｂと；前記両基

板１００，２００の間に形成された液晶層４００と；を

含んで構成され、前記配向膜３００ａ，３００ｂは、高

分子主鎖に、ＵＶによって光重合反応を起こす光反応基

が結合された高分子物質からなる液晶表示素子を提供す

る。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 と ；
　 前 記 両 基 板 の う ち 少 な く と も 一 つ の 基 板 上 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 と ；
　 前 記 両 基 板 の 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 と ； を 含 ん で 構 成 さ れ 、
　 前 記 配 向 膜 は 、 高 分 子 主 鎖 に 、 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 が 結 合 さ れ た
高 分 子 物 質 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 シ ン ナ モ イ ル 系 、 カ ル コ ン 系 、 ク マ
リ ン 系 、 マ レ イ ミ ド 系 物 質 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の
液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る シ ン ナ モ
イ ル 系 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｘ は 、 -（ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｏ ） ｍ -、 -Ｏ （ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｏ ） ｍ -、
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 、
前 記 Ｙ は 、
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、
　 前 記 Ｙ に お い て 、 前 記 １ 乃 至 ９ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２

） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２

） ｍ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、

10

20

30

40

(3) JP 2006-350347 A 2006.12.28



【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 Ａ 及
び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る カ ル コ ン
系 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 Ａ 及
び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る ク マ リ ン
系 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 １ 乃 至 ６ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ
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３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ
Ｏ Ｃ Ａ ３ 、
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 Ａ 及
び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る マ レ イ ミ
ド 系 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、
前 記 Ｙ は 、
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ （ 前 記 ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 ） 、
前 記 １ 及 び ２ は 、 -Ｈ 、 -Ｆ 、 -Ｃ Ｈ ３ 、 -Ｃ Ｆ ３ 、 -Ｃ Ｎ 、
【 化 １ １ 】
　
　
　
及 び
【 化 １ ２ 】
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る ） 。
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【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 高 分 子 主 鎖 は 、 ポ リ イ ミ ド 系 、 ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ
ン 系 、 ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 系 、 ポ リ ビ ニ ル 系 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ ス チ レ ン 系 、 ポ リ ア
ク リ レ ー ト 系 、 ポ リ （ ビ ニ ル ク ロ ラ イ ド ） 系 、 ポ リ エ ー テ ル 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ チ
オ エ ー テ ル 系 、 ポ リ ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン
系 、 ポ リ ウ レ ア 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 系 、 ポ リ ア セ タ ル 系 、 ポ リ
（ ビ ニ ル ア セ テ ー ト ） 系 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 高 分 子 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 高 分 子 主 鎖 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 示 さ れ る ポ リ イ ミ ド 系 ま た は ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 化
合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 ｍ ＋ ｎ =１ 、 ０ ≦ ｍ ≦ １ 、 ０ ≦ ｎ ≦ １ で あ る 。 ）
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ポ リ イ ミ ド 系 ま た は ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 化 合 物 は 、 ア ミ ン と 酸 二 無 水 物 と の 反 応 に よ
っ て 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 は 、
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【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 シ ン ナ モ イ ル 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 カ ル コ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 ク マ リ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 マ レ イ ミ ド 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ０ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ア ミ ン は 、 下 記 の 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
　 １ ．
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【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｘ １ は 、 Ｏ 、 Ｃ Ｏ 、
【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
（ ｎ は 、 ０ ～ ２ ０ の 整 数 で 、 Ｈ は 、 Ｆ に 置 換 可 能 ） 、
【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
　
（ ｎ は 、 ０ ～ ２ ０ の 整 数 で 、 Ｈ は 、 Ｆ に 置 換 可 能 ） 、
【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 Ｘ １ は 、 オ ル ト 、 メ タ 、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ の 混 合 構 造
か ら な る 。 ）
　 ２ ．
【 化 １ ９ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｒ １ 及 び Ｒ ２ は 、 （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ （ ｎ ＝ ０ ～ １ ０ の 整 数 ） ま た は
【 化 ２ ０ 】
　
　
　
で あ る 。 ）
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　 ３ ．
【 化 ２ １ 】
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｘ は 、 （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｈ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｏ Ｃ Ｆ ３ 、 Ｏ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｈ 、 ま た は 、 Ｏ
（ Ｃ Ｆ ２ ） ｎ Ｃ Ｆ ３ で 、 前 記 Ｘ は 、 オ ル ト 、 メ タ 、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ れ ら の 混 合 構 造
か ら な る 。 ）
　 ４ ． Ｎ Ｈ ２ -（ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ -Ｎ Ｈ ２

（ こ こ で 、 前 記 ｎ は 、 １ ～ ２ ０ の 整 数 で あ る 。 ）
　 ５ ．
【 化 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 で あ る 。 ）
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 シ ン ナ モ イ ル 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 カ ル コ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５
に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 ク マ リ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５
に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 マ レ イ ミ ド 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
５ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 配 向 膜 を 構 成 す る 高 分 子 物 質 は 、 Ｕ Ｖ に よ る 分 解 現 象 を 防 止 す る た め に 、 λ ｍ ａ ｘ
２ ７ ０ ｎ ｍ ～ ３ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子
。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 配 向 膜 を 構 成 す る 高 分 子 物 質 の う ち ベ ン ゼ ン 環 を 含 む 高 分 子 物 質 は 、 オ ル ト 、 メ タ
、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ れ ら の 混 合 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶
表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
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　 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 を 準 備 す る 工 程 と ；
　 前 記 両 基 板 の う ち 少 な く と も 一 つ の 基 板 上 に 配 向 膜 を 塗 布 す る 工 程 と ；
　 前 記 配 向 膜 が 塗 布 さ れ た 基 板 上 に ラ ビ ン グ を 行 う 工 程 と ；
　 前 記 配 向 膜 が 塗 布 さ れ た 基 板 上 に 、 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 照 射 す る 工 程 と ； を 含 ん で 構 成 さ
れ 、
　 前 記 配 向 膜 は 、 高 分 子 主 鎖 に 、 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 が 結 合 さ れ た
高 分 子 物 質 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 に よ る 配 向 膜 の 配 向 方 向 と 、 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 に よ る 配 向 膜 の 配 向 方
向 と は 、 互 い に 一 致 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 前 記 基 板 の 全 面 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶
表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 前 記 基 板 上 の 段 差 発 生 領 域 の み に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 は 、 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 前 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の
液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 前 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の
液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 及 び Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 同 時 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載
の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 で は 、 部 分 偏 光 ま た は 線 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 照 射 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ の 照 射 エ ネ ル ギ ー は 、 １ ０ ｍ Ｊ ～ ３ ０ ０ ０ ｍ Ｊ の 範 囲 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 基 板 に 対 し て 垂 直 に 、 ま た は 、 傾 斜 し て 照 射 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 配 向 膜 の 塗 布 工 程 は 、 有 機 溶 媒 に 配 向 膜 成 分 を １ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ の 濃 度 及 び １ ～ １ ０
０ ０ ｃ ｐ ｓ の 粘 度 で 溶 解 し た 後 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 ま た は ロ ー ル コ ー テ ィ ン グ 法 を 用
い て 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 配 向 膜 の 塗 布 工 程 は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 厚 さ で 塗 布 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 両 基 板 の 合 着 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 合 着 工 程 は 、 両 基 板 の う ち い ず れ か 一 つ の 基 板 上 に 液 晶 を 滴 下 し た 後 、 両 基 板 を 合
着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 シ ン ナ モ イ ル 系 、 カ ル コ ン 系 、 ク マ
リ ン 系 、 マ レ イ ミ ド 系 物 質 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載
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の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る シ ン ナ モ
イ ル 系 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 化 ２ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｘ は 、 -（ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｏ ） ｍ -、 -Ｏ （ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｏ ） ｍ -、
【 化 ２ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ （ 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 ） 、
　 前 記 Ｙ は 、
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【 化 ２ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、
　 前 記 Ｙ に お い て 、 前 記 １ 乃 至 ９ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２

） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２

） ｍ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、
【 化 ２ ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る （ 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 Ａ
及 び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る 。 ）
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る カ ル コ ン
系 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 化 ２ ７ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 １ 乃 至 ５ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ） ｎ
Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ Ｃ
Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、
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【 化 ２ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 Ａ 及
び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る 。 ）
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る ク マ リ ン 系
化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 化 ２ ９ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 １ 乃 至 ６ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ

３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ
Ｏ Ｃ Ａ ３ 、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 Ａ 及
び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る 。 ）
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る マ レ イ ミ
ド 系 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 化 ３ ０ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｙ は 、
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【 化 ３ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ （ 前 記 ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 ） 、 前 記 １ 及 び ２ は 、 -Ｈ 、 -Ｆ 、 -
Ｃ Ｈ ３ 、 -Ｃ Ｆ ３ 、 -Ｃ Ｎ 、
【 化 ３ ２ 】
　
　
　
及 び
【 化 ３ ３ 】
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 ）
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 高 分 子 主 鎖 は 、 ポ リ イ ミ ド 系 、 ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ
ン 系 、 ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 系 、 ポ リ ビ ニ ル 系 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ ス チ レ ン 系 、 ポ リ ア
ク リ レ ー ト 系 、 ポ リ （ ビ ニ ル ク ロ ラ イ ド ） 系 、 ポ リ エ ー テ ル 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ チ
オ エ ー テ ル 系 、 ポ リ ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン
系 、 ポ リ ウ レ ア 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 系 、 ポ リ ア セ タ ル 系 、 ポ リ
（ ビ ニ ル ア セ テ ー ト ） 系 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 高 分 子 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 高 分 子 主 鎖 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 示 さ れ る ポ リ イ ミ ド 系 ま た は ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 化
合 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 化 ３ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 ｍ ＋ ｎ =１ 、 ０ ≦ ｍ ≦ １ 、 ０ ≦ ｎ ≦ １ で あ る 。 ）
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 ポ リ イ ミ ド 系 ま た は ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 化 合 物 は 、 ア ミ ン と 酸 二 無 水 物 と の 反 応 に よ
っ て 製 造 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 は 、
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【 化 ３ ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 シ ン ナ モ イ ル 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 カ ル コ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 ク マ リ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 酸 二 無 水 物 の 水 素 原 子 は 、 マ レ イ ミ ド 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ ４ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 ア ミ ン は 、 下 記 の 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 物 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ ３ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
　 １ ．
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【 化 ３ ６ 】
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｘ １ は 、 Ｏ 、 Ｃ Ｏ 、
【 化 ３ ７ 】
　
　
　
　
（ ｎ は 、 ０ ～ ２ ０ の 整 数 で 、 Ｈ は 、 Ｆ に 置 換 可 能 ） 、
【 化 ３ ８ 】
　
　
　
　
　
（ ｎ は 、 ０ ～ ２ ０ の 整 数 で 、 Ｈ は 、 Ｆ に 置 換 可 能 ） 、
【 化 ３ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 Ｘ １ は 、 オ ル ト 、 メ タ 、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ れ ら の 混 合
構 造 か ら な る 。 ）
　 ２ ．
【 化 ４ ０ 】
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｒ １ 及 び Ｒ ２ は 、 （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ （ ｎ =０ ～ １ ０ の 整 数 ） ま た は
【 化 ４ １ 】
　
　
　
で あ る 。 ）

10

20

30

40

50

(16) JP 2006-350347 A 2006.12.28



　 ３ ．
【 化 ４ ２ 】
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 Ｘ は 、 （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｈ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｏ Ｃ Ｆ ３ 、 Ｏ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｈ 、 ま た は 、 Ｏ
（ Ｃ Ｆ ２ ） ｎ Ｃ Ｆ ３ で 、 前 記 Ｘ は 、 オ ル ト 、 メ タ 、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ れ ら の 混 合 構 造
か ら な る 。 ）
　 ４ ． Ｎ Ｈ ２ -（ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ -Ｎ Ｈ ２

（ こ こ で 、 前 記 ｎ は 、 １ ～ ２ ０ の 整 数 で あ る 。 ）
　 ５ ．
【 化 ４ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 で あ る 。 ）
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 シ ン ナ モ イ ル 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
４ ９ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 カ ル コ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ９
に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 ク マ リ ン 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ９
に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 は 、 マ レ イ ミ ド 系 化 合 物 に 置 換 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４
９ に 記 載 の 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 配 向 膜 を 構 成 す る 高 分 子 物 質 は 、 Ｕ Ｖ に よ る 分 解 現 象 を 防 止 す る た め に 、 λ ｍ ａ ｘ
２ ７ ０ ｎ ｍ ～ ３ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 素
子 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 配 向 膜 を 構 成 す る 高 分 子 物 質 の う ち ベ ン ゼ ン 環 を 含 む 高 分 子 物 質 は 、 オ ル ト 、 メ タ
、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ れ ら の 混 合 構 造 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 液
晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 素 子 に 関 す る も の で 、 詳 し く は 、 液 晶 表 示 素 子 に お け る 液 晶 の 初 期
配 向 の た め の 配 向 膜 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  表 示 画 面 の 厚 さ が 数 セ ン チ メ ー ト ル （ cm） に 過 ぎ な い 超 薄 型 の 平 板 表 示 素 子 の う ち 液 晶
表 示 素 子 は 、 低 い 動 作 電 圧 に よ っ て 消 費 電 力 が 少 な く 、 携 帯 用 と し て 用 い ら れ る な ど の 利
点 が あ り 、 ノ ー ト ブ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ 、 モ ニ タ ー 、 宇 宙 船 、 航 空 機 な ど の 分 野 で 広 く 応 用
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 液 晶 表 示 素 子 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 が 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 、 こ の
カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 と 対 向 し 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 と 、
前 記 両 基 板 の 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 液 晶 表 示 素 子 で は 、 前 記 液 晶 層 の 配 向 が 電 圧 印 加 に よ っ て 変 更 さ れ て 光 の 透 過 度
が 調 節 さ れ る こ と で 、 画 像 が 再 現 さ れ る 。 し た が っ て 、 電 圧 印 加 の た め に 、 前 記 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ 基 板 及 び ／ ま た は カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 電 極 が 形 成 さ れ る 。 こ の と き 、 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ 基 板 に 画 素 電 極 が 配 置 さ れ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 に 共 通 電 極 が 配 置 さ れ る こ と で
、 両 基 板 の 間 に 垂 直 電 界 が 形 成 さ れ る か （ 例 え ば 、 ツ イ ス ト ネ マ テ ィ ッ ク （ Ｔ Ｎ ） モ ー ド
） 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 に 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 平 行 に 配 置 さ れ て 水 平 電 界 が 形 成 さ
れ る （ 例 え ば 、 水 平 配 列 （ Ｉ Ｐ Ｓ ） モ ー ド ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ は 、 一 般 的 な Ｔ Ｎ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 を 示 し た 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 １ ０ に は ゲ ー ト ラ イ ン １ ２ と デ ー タ ラ イ ン １
４ と が 交 差 形 成 さ れ 、 そ の 交 差 領 域 に 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ が 形 成 さ れ る 。 画 素 電 極 １ ６ は
、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ に 連 結 形 成 さ れ る 。 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ２ ０ に は 、 光 の 漏 洩
を 防 止 す る た め の 遮 光 層 ２ ２ が 形 成 さ れ 、 遮 光 層 ２ ２ の 間 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ の カ ラ ー フ ィ ル タ
層 ２ ４ が 形 成 さ れ 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 ２ ０ 上 に 共 通 電 極 ２ ５ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ こ で 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 １ ０ に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 １ ６ と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
２ ０ に 形 成 さ れ た 共 通 電 極 ２ ５ と 、 の 間 に は 、 垂 直 電 界 が 形 成 さ れ 、 そ れ に よ っ て 液 晶 の
配 向 方 向 が 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ の 後 、 上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 両 基 板 １ ０ ， ２ ０ は 、 合 着 さ れ て 一 つ の 液 晶 パ ネ ル を
形 成 す る が 、 こ の と き 、 両 基 板 １ ０ ， ２ ０ の 間 に は 液 晶 層 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 前 記 液 晶 層 が 両 基 板 １ ０ ， ２ ０ の 間 に 任 意 に 配 列 さ れ る 場 合 、 液 晶 層 の 一 貫 し た
分 子 配 列 を 得 ら れ に く い の で 、 図 示 し て な い が 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 １ ０ 及 び カ ラ ー フ
ィ ル タ 基 板 ２ ０ に は 、 液 晶 の 初 期 配 向 の た め の 配 向 膜 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 液 晶 の 初 期 配 向 の た め の 配 向 膜 を 形 成 す る 方 法 に は 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 及 び 光 配 向 法 が あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ラ ビ ン グ 配 向 法 は 、 基 板 上 に ポ リ イ ミ ド な ど の 有 機 高 分 子 を 薄 膜 の 形 態 で 塗 布 し た 後 、
ラ ビ ン グ 布 が 巻 か れ た ラ ビ ン グ ロ ー ル を 回 転 し て 有 機 高 分 子 を こ す る こ と で 、 有 機 高 分 子
を 一 定 の 方 向 に 整 列 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し か し な が ら 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 に は 、 次 の よ う な 短 所 が あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 一 に 、 ラ ビ ン グ 布 の 配 列 が 乱 れ る 場 合 、 光 漏 れ が 発 生 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 ラ ビ ン グ 布 の 配 列 が 乱 れ る 場 合 を 概 略 的 に 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 基 板 上 に は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 及 び 電 極 層 な ど の
構 造 物 が 形 成 さ れ る の で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ラ ビ ン グ ロ ー ル ３ ０ が 基 板 １ ０ ， ２ ０ 上 に
形 成 さ れ た 前 記 構 造 物 上 で 回 転 す る と き 、 ラ ビ ン グ ロ ー ル ３ ０ に 巻 か れ た ラ ビ ン グ 布 ３ ２
の 一 部 ３ ２ ａ に お け る 配 列 が 乱 れ る よ う に な る 。 よ っ て 、 ラ ビ ン グ 布 が 乱 れ る と 、 そ の 乱
れ た ラ ビ ン グ 布 に よ る ラ ビ ン グ 領 域 で は 有 機 高 分 子 の 側 鎖 が 整 列 で き な く な り 、 そ の 領 域
に お け る 液 晶 の 配 向 が 均 一 で な い た め 、 光 漏 れ が 発 生 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 二 に 、 ラ ビ ン グ 布 が 基 板 と 接 触 で き な い 場 合 、 光 漏 れ が 発 生 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ は 、 ラ ビ ン グ 布 が 基 板 と 接 触 で き な い 場 合 の 液 晶 配 列 状 態 を 概 略 的 に 示 し た 斜 視 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 、 基 板 上 に は 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 な ど の 電 極 層 が 形 成 さ れ る 。 し た
が っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 基 板 １ ０ 上 の 電 極 層 の 段 差 に よ っ て ラ ビ ン グ 布 ３ ２ が 基 板 と
接 触 で き な い 領 域 （ Ａ 領 域 ） が 生 じ る 。 こ の 場 合 、 そ の 領 域 （ Ａ 領 域 ） に お け る 液 晶 の 配
向 が 均 一 で な い た め 、 光 漏 れ 現 象 が 発 生 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に 、 Ｔ Ｎ モ ー ド に よ る 液 晶 表 示 素 子 の 場 合 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 画 素 領 域 内 で そ
れ ぞ れ 別 途 の 基 板 に 形 成 さ れ る の で 、 段 差 の 発 生 領 域 が 少 な い が 、 Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド に よ る 液
晶 表 示 素 子 の 場 合 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 が 画 素 領 域 内 で 同 じ 基 板 に 平 行 に 反 復 形 成 さ れ
る の で 、 段 差 の 発 生 領 域 が 多 く 存 在 し 、 前 記 光 漏 れ 現 象 が 一 層 大 き な 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う な ラ ビ ン グ 配 向 法 の 問 題 点 は 、 全 て ラ ビ ン グ ロ ー ル と 基 板 と の 間 の 物 理 的 な
接 触 に よ っ て 発 生 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ れ ゆ え 、 最 近 は 、 上 記 の ラ ビ ン グ 配 向 法 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 物 理 的 な 接 触 を
要 し な い 配 向 膜 の 製 造 方 法 が 多 様 に 研 究 さ れ つ つ あ る 。 そ の う ち 、 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 高 分
子 フ ィ ル ム に 照 射 す る こ と で 配 向 膜 を 製 造 す る 光 配 向 法 が 提 案 さ れ た 。 液 晶 配 向 が 起 き る
た め に は 、 配 向 膜 に 構 造 的 な 非 等 方 性 を 持 た せ る べ き で あ る が 、 こ の 非 等 方 性 は 、 高 分 子
フ ィ ル ム が 、 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ に よ っ て 非 等 方 的 に 反 応 す る こ と で 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 光 配 向 法 は 、 上 述 し た ラ ビ ン グ 配 向 法 と 関 連 し た 問 題 は 解 決 で き
る が 、 ア ン カ リ ン グ 強 度 が 低 い と い う 致 命 的 な 欠 陥 が あ る 。 よ り 具 体 的 に 説 明 す る と 、 ラ
ビ ン グ 配 向 法 は 、 上 述 し た よ う に 、 有 機 高 分 子 の 側 鎖 が 一 定 の 方 向 に 整 列 さ れ る の で 、 側
鎖 と 液 晶 と の 間 の 化 学 的 相 互 作 用 に よ っ て 液 晶 の 配 向 が 調 節 さ れ る と と も に 、 ラ ビ ン グ に
よ っ て 基 板 の 表 面 に 規 則 的 な グ ル ー ブ が 生 成 さ れ る た め 、 グ ル ー ブ と 液 晶 と の 間 の 機 械 的
相 互 作 用 に よ っ て 液 晶 の 配 向 が 調 節 さ れ る 。 そ れ に 反 し て 、 光 配 向 法 は 、 基 板 の 表 面 に グ
ル ー ブ が 生 成 さ れ ず 、 た だ 、 光 反 応 に よ る 高 分 子 フ ィ ル ム と 液 晶 と の 間 の 化 学 的 相 互 作 用
に よ っ て 液 晶 の 配 向 が 調 節 さ れ る 。 し た が っ て 、 光 配 向 法 は 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 に 比 べ る と
、 ア ン カ リ ン グ 強 度 が 低 く 残 像 が 発 生 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の よ う に 光 配 向 法 で 発 生 す る 残 像 の 問 題 は 、 生 産 ラ イ ン に 適 用 し に く い 程 度 で あ る
の で 、 上 述 し た 光 漏 れ の 問 題 点 に も か か わ ら ず 、 大 量 生 産 ラ イ ン に は ラ ビ ン グ 配 向 法 が 適
用 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 し か し な が ら 、 よ り 高 品 質 の 液 晶 表 示 素 子 に 対 す る 消 費 者 の 要 求 が 日 々 に 増 加 し つ つ あ
る 現 時 点 で は 、 前 記 ラ ビ ン グ 配 向 法 及 び 光 配 向 法 の 問 題 点 を 全 て 解 決 で き る 新 し い 方 式 に
よ る 液 晶 配 向 法 の 開 発 、 ま た は 、 そ れ ぞ れ の 配 向 法 で 発 生 す る 問 題 点 を 最 小 化 す る た め の
修 正 方 案 な ど の 研 究 が 一 層 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で 、 そ の 目 的 は 、 前 記 ラ ビ ン グ 配 向 法 及 び
光 配 向 法 の 問 題 点 を 全 て 解 決 で き る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 及 び そ の 方 法 に よ っ て 製 造 さ
れ る 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 を 準 備 す る 工 程 と ； 前 記
両 基 板 の う ち 少 な く と も 一 つ の 基 板 上 に 配 向 膜 を 塗 布 す る 工 程 と ； 前 記 配 向 膜 が 塗 布 さ れ
た 基 板 上 に ラ ビ ン グ を 行 う 工 程 と ； 前 記 配 向 膜 が 塗 布 さ れ た 基 板 上 に 、 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を
照 射 す る 工 程 と ； を 含 ん で 構 成 さ れ 、 前 記 配 向 膜 は 、 高 分 子 主 鎖 に 、 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合
反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 が 結 合 さ れ た 高 分 子 物 質 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 の
製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、  第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 と ； 前 記 両 基 板 の う ち 少 な く と も 一 つ の 基 板
上 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 と ； 前 記 両 基 板 の 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 と ； を 含 ん で 構 成 さ れ 、 前
記 配 向 膜 は 、 高 分 子 主 鎖 に 、 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 が 結 合 さ れ た 高 分
子 物 質 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 素 子 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 特 徴 は 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 と 光 配 向 法 と を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 従 来 の 問
題 点 を 全 て 解 消 し た 点 に あ る 。 す な わ ち 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 で ラ ビ ン グ 布 の 配 列 が 乱 れ る 場
合 、 ま た は 、 ラ ビ ン グ 布 が 基 板 と 接 触 で き な い 場 合 に 、 そ の 領 域 で 配 向 膜 が 一 定 の 配 向 方
向 に 整 列 で き な い 問 題 を 解 決 す る た め に 、 光 配 向 法 を 適 用 し て 整 列 す る と と も に 、 光 配 向
法 の み を 適 用 す る と き の 低 い ア ン カ リ ン グ 問 題 を 解 決 す る た め に 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 を 適 用
し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 特 徴 は 、 光 配 向 法 の う ち 光 重 合 反 応 を 適 用 し た 点 に あ る 。 し た が っ て 、
本 発 明 の 配 向 膜 に は 、 高 分 子 主 鎖 に 、 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 が 結 合 さ
れ た 高 分 子 物 質 が 用 い ら れ る 。 以 下 、 ま ず 、 光 配 向 法 に 対 し て 説 明 し た 後 、 本 発 明 の 光 配
向 法 の う ち 光 重 合 反 応 を 適 用 し た 理 由 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 光 配 向 法 は 、 用 い ら れ る 配 向 物 質 の Ｕ Ｖ に 対 す る 反 応 の 種 類 に よ っ て 、 光 分 解 、 光 重 合
（ 二 量 体 形 成 ） （ ｐ ｈ ｏ ｔ ｏ － ｄ ｉ ｍ ｅ ｒ ｉ ｚ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） な ど に 分 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 光 分 解 反 応 の 場 合 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 高 分 子 配 向 膜 に 、 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 照 射 す る
と 、 偏 光 方 向 に 位 置 し た 側 鎖 の 結 合 が 分 解 さ れ 、 結 局 、 偏 光 方 向 に 垂 直 な 方 向 の 側 鎖 の み
が 残 る よ う に な り 、 そ の 方 向 に 液 晶 が 配 向 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 光 重 合 反 応 の 場 合 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 照 射 す る と 、 偏 光 方
向 と 並 ん だ 二 重 結 合 （ 矢 印 で 表 示 さ れ た 結 合 ） が 破 れ て 隣 接 し た 分 子 と 結 合 し 、 こ の と き
、 二 重 結 合 の 外 に あ っ た 側 鎖 が 主 鎖 と 並 ん で 整 列 さ れ る よ う に な り 、 結 局 、 異 方 性 が 誘 導
さ れ る 方 向 （ 偏 光 方 向 に 垂 直 方 向 ま た は 水 平 方 向 ） に 配 向 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 光 配 向 法 の う ち 光 分 解 反 応 を 適 用 す る と 、 次 の よ う な 問 題 点 が 発 生 す る 。 第 一
に 、 ラ ビ ン グ に よ っ て 良 好 に 整 列 さ れ た 配 向 膜 の 結 合 が 分 解 さ れ 、 ア ン カ リ ン グ 強 度 が 低
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く な る 。 第 二 に 、 光 分 解 に よ っ て 不 純 物 が 生 じ る よ う に な り 、 こ の 不 純 物 に よ っ て 残 像 が
発 生 す る 。 第 三 に 、 光 分 解 に よ っ て 生 じ る 不 純 物 に よ る 残 像 問 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記
不 純 物 を 除 去 す る 工 程 が 追 加 さ れ る と と も に 、 高 分 子 物 質 の 不 純 物 を 除 去 す る た め の 洗 浄
液 の 開 発 も 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 で は 、 光 配 向 法 の う ち 光 重 合 反 応 を 適 用 す る こ と で 、 ラ ビ ン グ 配 向
法 及 び 光 重 合 反 応 に よ る 光 配 向 法 を 同 時 に 適 用 で き る 配 向 膜 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 前 記 配 向 膜 は 、 高 分 子 主 鎖 に 、 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 が 結 合 さ れ た
高 分 子 物 質 か ら な る も の で 、 前 記 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 は 、 シ ン ナ モ
イ ル 系 、 カ ル コ ン 系 、 ク マ リ ン 系 、 マ レ イ ミ ド 系 物 質 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 高 分 子 主 鎖 は 、 ポ リ イ ミ ド 系 、 ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ
ン 系 、 ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 系 、 ポ リ ビ ニ ル 系 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ ス チ レ ン 系 、 ポ リ ア
ク リ レ ー ト 系 、 ポ リ （ ビ ニ ル ク ロ ラ イ ド ） 系 、 ポ リ エ ー テ ル 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ チ
オ エ ー テ ル 系 、 ポ リ ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン
系 、 ポ リ ウ レ ア 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 系 、 ポ リ ア セ タ ル 系 、 ポ リ
（ ビ ニ ル ア セ テ ー ト ） 系 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 高 分 子 物 質 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 製 造 方 法 で は 、 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 及 び Ｕ Ｖ 照 射 工 程 を 同 時 に 行 う こ と も
で き る し 、 ラ ビ ン グ 工 程 を 先 に 、 ま た は 、 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 を 先 に 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 配 向 膜 が 塗 布 さ れ た 基 板 の 全 面 に 行 う こ と も で き 、 前 記 配
向 膜 が 塗 布 さ れ た 基 板 上 の 段 差 発 生 領 域 の み に 行 う こ と も で き る 。 す な わ ち 、 基 板 に 段 差
が 形 成 さ れ た 場 合 、 ラ ビ ン グ 布 が 基 板 と 接 触 で き な い の で 、 段 差 形 成 領 域 の み に 偏 光 さ れ
た Ｕ Ｖ を 照 射 す る こ と も で き （ 換 言 す る と 、 段 差 形 成 領 域 以 外 の 領 域 に マ ス ク を 被 せ 、 偏
光 さ れ た 光 を 照 射 す る こ と も で き ） 、 基 板 に 段 差 が 形 成 さ れ る と と も に 、 ラ ビ ン グ 布 の 配
列 が 乱 れ た 場 合 は 、 基 板 の 全 面 に 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 照 射 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 段 差 形 成 領 域 の み に 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 照 射 す る 場 合 、 段 差 形 成 領 域 は 、 基 板 が 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ 基 板 で あ る か 、 ま た は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 で あ る か に よ っ て 相 異 な り 、 か
つ 、 同 じ 基 板 で あ っ て も 、 液 晶 表 示 素 子 が Ｔ Ｎ モ ー ド で あ る か 、 ま た は 、 Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド で
あ る か に よ っ て 相 異 な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 に よ っ て 製 造 さ れ た 液 晶 表 示 素 子 は 、 ラ ビ ン グ 工 程 を 行 う の で 、 ア ン カ リ ン グ 強
度 が 高 く 残 像 が 発 生 せ ず 、 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ 照 射 工 程 を 行 う の で 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 で ラ ビ ン
グ 布 の 配 列 が 乱 れ る 場 合 、 ま た は 、 ラ ビ ン グ 布 が 基 板 と 接 触 で き な い 場 合 に 発 生 す る 光 漏
れ 問 題 を 解 決 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 配 向 膜 と し て 、 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基 が 結 合 さ れ た 高 分 子 物 質 を 用 い る
こ と で 、 Ｕ Ｖ 照 射 に よ っ て 光 分 解 産 物 が 生 じ な い た め 、 不 純 物 に よ る 残 像 問 題 及 び 追 加 的
な 洗 浄 問 題 が 発 生 し な い と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】

【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 液 晶 表 示 素 子



　 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 を 概 略 的 に 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 は 、 下 部 基 板 １ ０ ０ と 、 上
部 基 板 ２ ０ ０ と 、 前 記 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ 上 に 形 成 さ れ た 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ｂ と
、 前 記 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 間 に 形 成 さ れ た 液 晶 層 ４ ０ ０ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 下 部 基 板 １ ０ ０ 及 び 上 部 基 板 ２ ０ ０ の 構 造 は 具 体 的 に 示 し て な い が 、 液 晶 表 示 素 子
の モ ー ド に よ っ て 、 当 業 者 に と っ て 自 明 な 範 囲 内 で 多 様 に 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 例 え ば 、 液 晶 表 示 素 子 が Ｔ Ｎ モ ー ド で あ る 場 合 、 前 記 下 部 基 板 １ ０ ０ 上 に は 、 互 い に 交
差 形 成 さ れ て 画 素 領 域 を 定 義 す る ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 と 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 と デ ー タ
配 線 と の 交 差 領 域 に 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 、 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 含 ん で 構 成 さ
れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ る 画 素 電 極 と 、
が 含 ま れ 、 前 記 上 部 基 板 ２ ０ ０ 上 に は 、 光 の 漏 洩 を 防 止 す る 遮 光 層 と 、 該 遮 光 層 上 に 形 成
さ れ た 緑 色 、 赤 色 、 青 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 と 、 前 記 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 上 部 に 形 成 さ れ
た 共 通 電 極 と 、 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 液 晶 表 示 素 子 が Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド で あ る 場 合 、 前 記 下 部 基 板 １ ０ ０ 上 に は 、 互 い に 交
差 形 成 さ れ て 画 素 領 域 を 定 義 す る ゲ ー ト 配 線 及 び デ ー タ 配 線 と 、 前 記 ゲ ー ト 配 線 と デ ー タ
配 線 と の 交 差 領 域 に 形 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 、 ソ ー ス 電 極 及 び ド レ イ ン 電 極 を 含 ん で 構 成 さ
れ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン 電 極 に 連 結 さ れ る 画 素 電 極 と 、
該 画 素 電 極 と 平 行 に 形 成 さ れ る 共 通 電 極 と 、 が 含 ま れ 、 前 記 上 部 基 板 ２ ０ ０ 上 に は 、 光 の
漏 洩 を 防 止 す る 遮 光 層 と 、 該 遮 光 層 上 に 形 成 さ れ た 緑 色 、 赤 色 、 青 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層
と 、 該 カ ラ ー フ ィ ル タ 層 の 上 部 に 形 成 さ れ た オ ー バ ー コ ー ト 層 と 、 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ の 他 に 、 図 示 し て な い が 、 前 記 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 間 の セ ル ギ ャ ッ プ を 均 一 に 維
持 す る た め に 、 前 記 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 間 に ス ペ ー サ ー が 形 成 さ れ る 。 該 ス ペ ー サ ー
に は 、 ボ ー ル ス ペ ー サ ー ま た は カ ラ ム ス ペ ー サ ー な ど が 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 前 記 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ｂ は 、 高 分 子 主 鎖 に 、 Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光
反 応 基 が 結 合 さ れ た 高 分 子 物 質 か ら な る が 、 以 下 、 項 に 分 け て 一 層 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 １ ． Ｕ Ｖ に よ っ て 光 重 合 反 応 を 起 こ す 光 反 応 基
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 前 記 光 反 応 基 は 、 シ ン ナ モ イ ル 系 、 カ ル コ ン 系 、 ク マ リ ン 系 、 マ レ イ ミ ド 系 物 質 か ら な
る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ １ ） 前 記 シ ン ナ モ イ ル 系 化 合 物 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る 化 合 物 で あ る こ と が 好
ま し い 。 　
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 前 記 Ｘ は 、 -（ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｏ ） ｍ -、 -Ｏ （ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｏ ） ｍ -、

10

20

30

40

50

(22) JP 2006-350347 A 2006.12.28



【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ （ 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 ） 、 前 記 Ｙ は 、
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 Ｙ に お い て 、 前 記 １ 乃 至 ９ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ）
ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ
Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、
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【 化 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る こ と が 好 ま し い （ 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の
整 数 で 、 前 記 Ａ 及 び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る ） 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ２ ） 前 記 カ ル コ ン 系 化 合 物 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る 化 合 物 で あ る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 で 、 前 記 １ 乃 至 ５ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ） ｎ
Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ Ｃ
Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、
【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る こ と が 好 ま し い （ 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の
整 数 で 、 前 記 Ａ 及 び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る ） 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ ３ ） 前 記 ク マ リ ン 系 化 合 物 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る 化 合 物 で あ る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
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【 化 ７ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ こ で 、 前 記 １ 乃 至 ６ は 、 そ れ ぞ れ -Ａ 、 -（ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｃ Ａ

３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ Ｃ Ａ ３ 、 -Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｎ Ｏ Ｃ Ａ ３ 、 -（ Ｏ （ Ｃ Ａ ２ ） ｍ ） ｎ
Ｏ Ｃ Ａ ３ 、
【 化 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る こ と が 好 ま し い （ 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 そ れ ぞ れ ０ ～ １ ０ の
整 数 で 、 前 記 Ａ 及 び Ｂ は 、 そ れ ぞ れ Ｈ 、 Ｆ 、 Ｃ ｌ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｃ Ｆ ３ ま た は Ｃ Ｈ ３ で あ る ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ４ ） 前 記 マ レ イ ミ ド 系 化 合 物 は 、 下 記 の 化 学 式 で 表 現 さ れ る 化 合 物 で あ る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 化 ９ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ こ で 、 前 記 Ｙ は 、
【 化 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ （ 前 記 ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 ） 、 前 記 １ 及 び ２ は 、 -Ｈ 、 -Ｆ 、 -
Ｃ Ｈ ３ 、 -Ｃ Ｆ ３ 、 -Ｃ Ｎ 、
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【 化 １ １ 】
　
　
　
及 び
【 化 １ ２ 】
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ２ ． 高 分 子 主 鎖
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 高 分 子 主 鎖 は 、 ポ リ イ ミ ド 系 、 ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ ノ ル ボ ル ネ ン 系
、 ポ リ ア ミ ド イ ミ ド 系 、 ポ リ ビ ニ ル 系 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ ス チ レ ン 系 、 ポ リ ア ク リ
レ ー ト 系 、 ポ リ （ ビ ニ ル ク ロ ラ イ ド ） 系 、 ポ リ エ ー テ ル 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ チ オ エ
ー テ ル 系 、 ポ リ ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン 系 、 ポ リ エ ー テ ル エ ー テ ル ケ ト ン 系 、
ポ リ ウ レ ア 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 系 、 ポ リ ア セ タ ル 系 、 ポ リ （ ビ
ニ ル ア セ テ ー ト ） 系 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 高 分 子 物 質 で あ る こ と が 好 ま し い が 、 さ ら
に 、 下 記 の 化 学 式 で 表 示 さ れ る ポ リ イ ミ ド 系 ま た は ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 化 合 物 で あ る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
【 化 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 ｍ ＋ ｎ =１ 、 ０ ≦ ｍ ≦ １ 、 ０ ≦ ｎ ≦ １ で あ る 。 ）
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 前 記 化 学 式 の ポ リ イ ミ ド 系 ま た は ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 化 合 物 は 、 ア ミ ン と 酸 二 無 水 物 と の
反 応 に よ っ て 製 造 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ １ ） 前 記 酸 二 無 水 物 は 、
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【 化 １ ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 物 質 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ ２ ） 前 記 ア ミ ン は 、 下 記 の （ イ ） 乃 至 （ ホ ） の 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 物 質 で
あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ イ ）
【 化 １ ５ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ こ で 、 前 記 Ｘ １ は 、 Ｏ 、 Ｃ Ｏ 、
【 化 １ ６ 】
　
　
　
　
（ ｎ は 、 ０ ～ ２ ０ の 整 数 で 、 Ｈ は 、 Ｆ に 置 換 可 能 ） 、
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【 化 １ ７ 】
　
　
　
　
　
（ ｎ は 、 ０ ～ ２ ０ の 整 数 で 、 Ｈ は 、 Ｆ に 置 換 可 能 ） 、
【 化 １ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ 、 前 記 Ｘ １ は 、 オ ル ト 、 メ タ 、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ れ ら の 混 合
構 造 か ら な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ ロ ）
【 化 １ ９ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ こ で 、 前 記 Ｒ １ 及 び Ｒ ２ は 、 （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ （ ｎ =０ ～ １ ０ の 整 数 ） ま た は
【 化 ２ ０ 】
　
　
　
で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ ハ ）
【 化 ２ １ 】
　
　
　
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ こ で 、 前 記 Ｘ は 、 （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｈ 、 Ｃ Ｎ 、 Ｏ Ｃ Ｆ ３ 、 Ｏ （ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ Ｈ 、 ま た は 、 Ｏ
（ Ｃ Ｆ ２ ） ｎ Ｃ Ｆ ３ で 、 前 記 Ｘ は 、 オ ル ト 、 メ タ 、 パ ラ 構 造 、 ま た は 、 そ れ ら の 混 合 構 造
か ら な る 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ ニ ） Ｎ Ｈ ２ -（ Ｃ Ｈ ２ ） ｎ -Ｎ Ｈ ２

【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 前 記 ｎ は 、 １ ～ ２ ０ の 整 数 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 （ ホ ）
【 化 ２ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ こ で 、 前 記 ｍ 及 び ｎ は 、 ０ ～ １ ０ の 整 数 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ３ ． 配 向 膜
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 配 向 膜 は 、 上 述 し た 高 分 子 主 鎖 に 、 光 反 応 基 が 結 合 形 成 さ れ た 高 分 子 物 質 か ら な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 前 記 高 分 子 主 鎖 が 酸 二 無 水 物 と ア ミ ン と の 反 応 に よ っ て 製 造 さ れ る ポ リ イ ミ ド 系 ま た は
ポ リ ア ミ ッ ク 酸 系 化 合 物 の 場 合 、 前 記 光 反 応 基 が 側 鎖 に 結 合 さ れ る た め に は 、 前 記 酸 二 無
水 物 の 水 素 原 子 が 前 記 光 反 応 基 に 置 換 さ れ る か 、 ま た は 、 前 記 ア ミ ン の 水 素 原 子 が 前 記 光
反 応 基 に 置 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 前 記 配 向 膜 を 構 成 す る 高 分 子 物 質 は 、 ラ ビ ン グ 配 向 法 に 適 用 可 能 で あ り な が ら 、 光 配 向
法 の う ち 光 重 合 反 応 を 起 こ す 物 質 で あ り 、 光 配 向 法 の う ち 光 分 解 反 応 を 起 こ さ な い よ う に
λ ｍ ａ ｘ が ２ ７ ０ ｎ ｍ ～ ３ ５ ０ ｎ ｍ の 範 囲 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 前 記 配 向 膜 を 構 成 す る 高 分 子 物 質 の う ち ベ ン ゼ ン 環 を 含 む 高 分 子 物 質 と し て は 、 ほ と ん
ど パ ラ 構 造 の み を 示 し た が 、 そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 オ ル ト 、 メ タ 、 パ ラ 構 造 、
ま た は 、 そ れ ら の 混 合 構 造 か ら な る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】

【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ７ Ａ 乃 至 図 ７ Ｅ は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 図 で あ
る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま ず 、 図 ７ Ａ に 示 す よ う に 、 下 部 基 板 １ ０ ０ 及 び 上 部 基 板 ２ ０ ０ を 準 備 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 前 記 下 部 基 板 １ ０ ０ 及 び 上 部 基 板 ２ ０ ０ の 具 体 的 な 構 成 及 び 形 成 方 法 は 、 当 業 者 に 公 知
さ れ た 多 様 な 方 法 に よ っ て 変 更 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 そ の 後 、 図 ７ Ｂ に 示 す よ う に 、 下 部 基 板 １ ０ ０ 及 び 上 部 基 板 ２ ０ ０ 上 に 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ
， ３ ０ ０ ｂ を 塗 布 す る 。 図 面 に は 、 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 全 て に 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ ， ３ ０
０ ｂ が 形 成 さ れ て い る が 、 必 ず こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 前 記 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ｂ の 材 料 は 、 上 述 し た と お り で あ る の で 、 そ の 具 体 的 な 説
明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 前 記 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ｂ の 塗 布 工 程 は 、 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ 上 に 配 向 膜 を 印 刷 す
る 工 程 と 、 こ の 印 刷 さ れ た 配 向 膜 を 硬 化 す る 工 程 と 、 か ら な る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 前 記 配 向 膜 の 印 刷 工 程 は 、 有 機 溶 媒 に 配 向 膜 成 分 を １ ～ ２ ０ ｗ ｔ ％ の 濃 度 及 び １ ～ １ ０
０ ０ ｃ ｐ ｓ の 粘 度 で 溶 解 し た 後 、 ス ピ ン コ ー テ ィ ン グ 法 ま た は ロ ー ル コ ー テ ィ ン グ 法 を 用
い て 行 う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 前 記 印 刷 さ れ た 配 向 膜 の 硬 化 工 程 は 、 高 温 、 好 ま し く は 約 ６ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ の 温 度 と 、 約
８ ０ ℃ ～ ２ ３ ０ ℃ の 温 度 で ２ 回 に か け て 硬 化 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 前 記 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ｂ は 、 ５ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 厚 さ で 塗 布 す る こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 そ の 後 、 図 ７ Ｃ に 示 す よ う に 、 前 記 配 向 膜 ３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ｂ が 塗 布 さ れ た 基 板 １ ０ ０
， ２ ０ ０ 上 に ラ ビ ン グ を 行 う 。 こ の ラ ビ ン グ 工 程 は 、 ラ ビ ン グ 布 ５ ２ ０ が 付 着 さ れ た ラ ビ
ン グ ロ ー ル ５ ０ ０ を 所 望 の 配 向 方 向 に ラ ビ ン グ し て 行 う 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ の 後 、 図 ７ Ｄ に 示 す よ う に 、 前 記 ラ ビ ン グ を 完 了 し た 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ に 、 Ｕ Ｖ 照
射 装 置 ６ ０ ０ を 用 い て 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 後 に 行 え る が 、 必 ず そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 を 先 に 行 う こ と も で き 、 両 工 程 を 同 時 に 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 に よ る 配 向 膜 の 配 向 方 向 と 、 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 に よ る 配 向 膜 の 配 向 方
向 と 、 が 互 い に 一 致 す る よ う に 、 前 記 ラ ビ ン グ 工 程 及 び 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 を 行 う 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 前 記 Ｕ Ｖ は 、 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 全 面 に 照 射 さ れ る か 、 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ 上 の 段 差
形 成 領 域 の み に 照 射 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 Ｔ Ｎ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 が 適 用 さ れ る 場 合 、 下 部 基 板 １ ０ ０ 上 の ゲ ー ト 配 線 、 デ ー タ 配
線 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 形 成 領 域 に 段 差 が 発 生 し 、 Ｉ Ｐ Ｓ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 が 適 用 さ
れ る 場 合 、 下 部 基 板 １ ０ ０ 上 の ゲ ー ト 配 線 、 デ ー タ 配 線 及 び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 形 成 領 域
、 そ し て 、 画 素 電 極 及 び 共 通 電 極 の 形 成 領 域 に 段 差 が 発 生 す る 。 し た が っ て 、 前 記 段 差 の
発 生 領 域 以 外 の 領 域 に 、 マ ス ク を 被 せ て Ｕ Ｖ を 照 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 前 記 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ の 照 射 エ ネ ル ギ ー は 、 １ ０ ｍ J～ ３ ０ ０ ０ ｍ Jの 範 囲 を 有 す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 前 記 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ に は 、 部 分 偏 光 ま た は 直 線 偏 光 さ れ た Ｕ Ｖ が 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(30) JP 2006-350347 A 2006.12.28



　 ま た 、 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 基 板 に 対 し て 傾 斜 し て 照 射 す る か 、 垂 直 に 照 射 す る こ と が で き
る が 、 基 板 に 対 し て 傾 斜 し て 照 射 す る 場 合 は 、 傾 斜 角 度 が ６ ０ ° 以 下 で あ る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 前 記 Ｕ Ｖ 照 射 工 程 は 、 ス キ ャ ン タ イ プ の 露 光 法 ま た は 全 面 露 光 法 に よ っ て 行 う こ
と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ の 後 、 図 ７ Ｅ に 示 す よ う に 、 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ を 合 着 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 前 記 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ の 合 着 工 程 は 、 真 空 注 入 方 式 ま た は 液 晶 滴 下 方 式 に よ っ て 行
う こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 前 記 真 空 注 入 方 式 は 、 両 基 板 １ ０ ０ ， ２ ０ ０ を 合 着 し た 後 、 真 空 状 態 で 圧 力 差 を 用 い て
液 晶 を 注 入 す る 方 式 で あ り 、 液 晶 滴 下 方 式 は 、 両 基 板 の う ち い ず れ か 一 つ の 基 板 上 に 液 晶
を 滴 下 し た 後 、 両 基 板 を 合 着 す る 方 式 で あ る 。 基 板 の サ イ ズ が 大 き く な る 場 合 、 真 空 注 入
方 式 で は 液 晶 注 入 時 間 の 増 加 に よ っ て 生 産 性 が 落 ち る の で 、 液 晶 滴 下 方 式 を 適 用 す る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に 対 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ
る も の で は な く 、 当 業 者 に と っ て 自 明 な 範 囲 内 で 変 更 実 施 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｔ Ｎ モ ー ド 液 晶 表 示 素 子 を 示 し た 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の ラ ビ ン グ 配 向 法 の 問 題 点 を 示 す た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の ラ ビ ン グ 配 向 法 の 問 題 点 を 示 す た め の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 光 分 解 反 応 に よ る 光 配 向 法 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 光 重 合 反 応 に よ る 光 配 向 法 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 を 概 略 的 に 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 工 程 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 工 程 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｃ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 工 程 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｄ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 工 程 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｅ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 素 子 の 製 造 方 法 を 示 し た 工 程 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ １ 】
１ ０ ０ 　 下 部 基 板
２ ０ ０ 　 上 部 基 板
３ ０ ０ ａ ， ３ ０ ０ ｂ 　 配 向 膜
４ ０ ０ 　 液 晶
５ ０ ０ 　 ラ ビ ン グ ロ ー ル
６ ０ ０ 　 Ｕ Ｖ 照 射 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】
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【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】

【 図 ７ Ｄ 】

【 図 ７ Ｅ 】

(33) JP 2006-350347 A 2006.12.28



フロントページの続き

(74)代理人  100096688
            弁理士　本宮　照久
(74)代理人  100104352
            弁理士　朝日　伸光
(74)代理人  100128657
            弁理士　三山　勝巳
(72)発明者  朴　修　賢
            大韓民国　京畿道　安養市　東安區　平安洞　ヒャンチョンヒョンデ　アパート　１０６－８０４
Ｆターム(参考) 2H090 HB08Y HB13Y HC05  HC13  MB01  MB12 
　　　　 　　  4J031 CD08  CD09  CD10  CD11  CD12  CD25  CD26 
　　　　 　　  4J043 PA01  PA04  PA19  PC035 PC036 PC075 PC076 PC085 PC086 PC145
　　　　 　　        PC146 PC165 PC166 PC185 PC186 PC195 PC196 QB15  QB26  RA06 
　　　　 　　        RA35  SA06  SA14  SA47  SA49  SA54  SA64  SA85  TA11  TA22 
　　　　 　　        TA35  TA37  TA47  TA71  TA72  UA022 UA032 UA042 UA062 UA082
　　　　 　　        UA121 UA122 UA132 UA141 UA151 UA212 UA712 UA761 UB012 UB021
　　　　 　　        UB061 UB062 UB122 UB152 UB172 UB301 UB302 ZB23 

(34) JP 2006-350347 A 2006.12.28



专利名称(译) 液晶显示装置及其制造方法

公开(公告)号 JP2006350347A 公开(公告)日 2006-12-28

申请号 JP2006163489 申请日 2006-06-13

[标]申请(专利权)人(译) 乐金显示有限公司

申请(专利权)人(译) Eruji.菲利普斯杜天公司，有限公司

[标]发明人 朴修賢

发明人 朴 修 賢

IPC分类号 G02F1/1337 C08G85/00 C08G73/10

CPC分类号 B05D3/067 G02F1/133711 G02F1/133784 G02F1/133788 G02F1/134363 G02F2202/023 Y10T428
/1018 Y10T428/1023

FI分类号 G02F1/1337.520 G02F1/1337.525 C08G85/00 C08G73/10

F-TERM分类号 2H090/HB08Y 2H090/HB13Y 2H090/HC05 2H090/HC13 2H090/MB01 2H090/MB12 4J031/CD08 
4J031/CD09 4J031/CD10 4J031/CD11 4J031/CD12 4J031/CD25 4J031/CD26 4J043/PA01 4J043
/PA04 4J043/PA19 4J043/PC035 4J043/PC036 4J043/PC075 4J043/PC076 4J043/PC085 4J043
/PC086 4J043/PC145 4J043/PC146 4J043/PC165 4J043/PC166 4J043/PC185 4J043/PC186 4J043
/PC195 4J043/PC196 4J043/QB15 4J043/QB26 4J043/RA06 4J043/RA35 4J043/SA06 4J043/SA14 
4J043/SA47 4J043/SA49 4J043/SA54 4J043/SA64 4J043/SA85 4J043/TA11 4J043/TA22 4J043/TA35 
4J043/TA37 4J043/TA47 4J043/TA71 4J043/TA72 4J043/UA022 4J043/UA032 4J043/UA042 4J043
/UA062 4J043/UA082 4J043/UA121 4J043/UA122 4J043/UA132 4J043/UA141 4J043/UA151 4J043
/UA212 4J043/UA712 4J043/UA761 4J043/UB012 4J043/UB021 4J043/UB061 4J043/UB062 4J043
/UB122 4J043/UB152 4J043/UB172 4J043/UB301 4J043/UB302 4J043/ZB23 2H290/AA15 2H290
/AA73 2H290/BF13 2H290/BF24 2H290/BF25 2H290/BF42 2H290/DA03

代理人(译) 臼井伸一
朝日 伸光

优先权 1020050051034 2005-06-14 KR

其他公开文献 JP4564470B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种制造液晶显示装置的方法，通过该方法可以解
决摩擦取向方法和光取向方法的所有问题，以及通过该方法制造的液晶
显示装置。解决方案：液晶显示装置包括第一和第二基板100,200，形成
在基板100,200中的至少一个上的取向层300a，300b，以及形成在基板
100,200之间的液晶层400，其中每个取向层300a，300b由含有聚合物主
链和与聚合物主链结合的光反应基团的聚合物材料形成，该聚合物主链
通过紫外线产生光聚合反应。 Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bdf5911b-00bf-4574-b8cb-7b1b4163fc90
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036745628/publication/JP2006350347A?q=JP2006350347A

